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こんにちは 
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朝日長者物語 七不思議その② 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
（ヤナギタデの葉） 

 
 
 
 
 
 

 
（ヤナギタデの花）  

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
平成２３年度に九重飯田高原デザ 
イン会議と飯田地区まちづくり協 
議会が作成した看板  

 
「七不思議」シリーズ２回目は、青蓼です。 

【青蓼（あおたで）】 
 タデの一種。ふつう赤蓼が多いが、この高原
には所どころ青い蓼が自生している。朝日長者
が好んで食したという。   （「九重町誌」より） 
 食用にするのは北半球に広く分布するヤナ
ギタデで、特有の香りのある辛味を持ち、薬味
として用いられてきた。    

蓼食う虫も好き好きとは、辛い蓼を食う虫が
あるように、人の好みはさまざまであり（広辞苑） 

自分の価値観だけでは判断できないという意
味を持つことわざです。 
  

 

今年、建立５０周年を迎える「川端康成文学碑」（大将軍・奥郷） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 建立除幕式は、昭和４９年７月２１日、川端秀子夫人、
高田壮一郎氏（高田力蔵画伯のご長男～高田力蔵先生は
当時在パリ）を迎えて盛大に執り行われました。 
 この文学碑は、単なる文学の碑ではありません。九重
の自然を守る運動のシンボルであり、九重を機縁として
友情を結ぶ者たちのモニュメントなのです。 

（『美しい山と高原の九重』嶋田裕雄氏）より 
  雪月花時最思友 ～ 碑の表面に刻まれた詩 
 裏面には、小説『波千鳥』の一節が刻まれている。 
  

日本人が忘れかけている季節を表す言葉 節句 ・ 雑節  その② 
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重要な年中行事の日として江戸時代に制定。もとは中国の行事でそれに日本の風習と合わさった。 
単に節句といえば、上巳の節句（桃の節句・雛祭り）と端午の節句を差すこともある。 
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中国由来の暦では、農業に従事する日本の人々が十分に季節の変化を掴めないためそれらを補助 

するために独自に作られた暦。古くから日本人の生活に溶け込んでおり、年中行事や物忌みが伴う。 
 
【上巳の節句】～「桃の節句」とも呼ばれ、春
の到来を告げる行事。古代中国では、３月の第
１巳の日を「上巳」としていました。この日は
厄日とされ、水辺で禊（みそぎ）を行い、自分
の身代わりとして「人形（ひとがた）」を川に流
し、桃の酒を飲んで邪気を祓っていたのです。
桃は強い生命力の象徴とされ、香りには厄除け
の力があると考えられていました。 
 

 
 日本でも奈良時代から平安時代までには、人
形を川に流すならわしが行われていたようで
す。それが、貴族の女の子たちの人形遊びであ
る「ひいな（雛）遊び」と結びつきます。この
人形は、邪気を祓って子どもを守るための身代
わりとされており、現在の雛祭りの起源となり
ました。やがて、江戸時代になって現在のよう
な豪華な雛飾りができました。 『日本のしきたり』より 
 

 

 ３月１日 から ７日 まで 春の全国火災予防運動週間 です 

                                                             

2023年度 全国統一防火標語 「火を消して 不安を消して つなぐ未来」 
  




